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【第１回・地域猫活動の幕開け】
　あの有名な猫のキャラクター「キティちゃん」が登場
する「地域猫」のＣＭ、ご覧になりましたか？
　私たちが昨年に、おそるおそる赤穂市で会を立ち上げ
たときは、まだ「地域猫」という言葉は全く人々に認知
されておらず、私も実際のところ、「赤穂の野良猫を地域
猫にする会です！」と名乗ることに少々気後れしていま
した。
　しかし、坂上忍さんやサンシャイン池崎さんが出演す
る、保護猫や保護犬を主役としたテレビ番組がゴールデ
ンタイムに放送されるなど世論の後押しもあり、たった１
年で随分と風向きが変わってきたと、活動を通して実感
しています。
　私たちの会への初めての依頼は昨年の９月。「高齢の親

が餌をあげていた野良猫が春に出産して６匹になり、これ以上増えるとご近所にも
迷惑がかかると困っていた。そんな折に地域猫活動を紹介している記事を見て、野
良猫に不妊手術をしてこれ以上増やさない方法があると知った！　ぜひ捕獲を手伝
って欲しい」というものでした。
　２番目の依頼者さんも「こんな方法があるならもっと早く手術をすればよかった
･･･知らなかった･･･」とおっしゃいました。実は私たちも、活動を始める少し前ま
で「地域猫」という取り組みがあることを知りませんでした。そうなんです。「飼
い主のいない猫に不妊・去勢手術を施し、元の地域で糞尿や餌の管理をしながら見
守る」という地域猫活動の存在を知るすべがなかったのです。
　今、世の中が急ピッチで変化していて、知らないと損をしてしまうことがたくさ
んあります。地域猫活動も環境省が何年も前から推奨していたようです。動物愛護
法も改定され、愛護動物の遺棄や虐待に対しても、より厳しいものとなっていま
す。新しい情報を的確に、できるだけたくさんの人が共有すること。これ以上不幸
な猫を増やさないためには、それに尽きると思うのですがいかがでしょうか。
　赤穂市のホームページでは「猫との関わり方につい
て」と題して情報を載せてくださっています。私たちも
このコラムを通して赤穂市の猫事情やそれに伴う環境
について、皆さんと情報共有できたらうれしいです。
　さて、初めての依頼から、私たちの地域猫活動第１弾
となった６匹の猫たちは無事に手術を終え、元の場所で
地域猫として今も仲良く暮らしているとのことです。も
ちろん繁殖することもなく６匹のまま。
　　　　　　　＊　　　＊　　　＊
　赤穂市内に不幸な野良猫と糞尿などの被害をこれ以
上増やさないことを目的に昨年８月に発足した「赤穂の
野良猫を地域猫にする会」。このコラムでは、日々の取
り組み内容や、活動を通して気付いたまち
の課題などを随時掲載します。
　当会への連絡は右のＱＲコードからメー
ルで受け付けています。
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健
康
増
進
の「
千
日
登
山
」

通
算
１
万
日
を
達
成

加
里
屋
の
有
田
良
子
さ
ん

塩
屋
の
清
水
ま
み
さ
ん

日
展
で
９
年
連
続
入
選

古
川
功
晟
さ
ん
は
４
度
目

（
写
真
右
は
清
水
ま
み
さ

ん
の
入
選
作
。
同
左
は
古

川
功
晟
さ
ん
画
「
想
う
ほ

出
せ
る
よ
う
に
、
今
後
も

素
直
な
気
持
ち
で
作
品
制

作
に
取
り
組
む
」
と
さ
ら

な
る
精
進
を
誓
っ
た
。

ち
込
め
る
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
を

過
ご
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
。

　
　

  

＊　

＊　

＊

　

動
物
を
モ
チ
ー
フ
と
す

る
古
川
さ
ん
の
入
選
作

は
、
歩
き
出
そ
う
と
す
る

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
を
描
い

た
Ｆ
１
５
０
号
。「
遥
か

遠
く
か
ら
来
た
北
極
熊
に

自
分
の
こ
れ
ま
で
と
、
こ

れ
か
ら
を
託
し
て
、
少
し

づ
つ
前
に
」
な
ど
と
の
思

い
を
込
め
、「
想
う
ほ
ど

遠
く
」
と
題
し
た
。
今
夏

の
猛
暑
の
中
、
取
材
に
訪

れ
た
天
王
寺
動
物
園
で
熱

中
症
で
倒
れ
る
寸
前
に
な

る
ま
で
集
中
し
た
ス
ケ
ッ

チ
が
納
得
の
作
品
に
つ
な

が
っ
た
。

　

今
年
４
月
の
「
新
日
春

展
」
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
、
同
展
会
友
と
な
っ

た
。
画
家
と
し
て
の
手
応

え
を
感
じ
つ
つ
、「
取
材

す
る
動
物
の
魅
力
を
引
き

　

山
登
り
に
よ
る
健
康
増

進
の
継
続
を
年
に
一
度
称

え
る
「
千
日
登
山
」
の
２

０
２
２
年
度
顕
彰
が
こ
の

ほ
ど
赤
穂
市
か
ら
発
表
さ

れ
、
加
里
屋
の
有
田
良
子

さ
ん（
７６
）が
通
算
１
万
日

を
達
成
し
て
表
彰
さ
れ

た
。
有
田
さ
ん
が
所
属
す

や
ダ
ン
ス
な
ど
他
に
楽
し

ん
で
い
た
趣
味
が
コ
ロ
ナ

禍
で
途
切
れ
た
中
、「
登

山
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
、

ゆ
る
り
と
登
り
た
い
」
と

今
後
も
続
け
る
つ
も
り

だ
。（
写
真
は
千
日
登
山

顕
彰
で
通
算
１
万
日
の
表

彰
を
受
け
た
有
田
良
子
さ

ん
㊨
＝
オ
タ
カ
ク
ラ
ブ
提

供
）【
２
面
に
受
賞
者
】

首
と
腰
に
着
け
た
ラ
イ
ト

の
明
か
り
を
頼
り
に
登
山

道
を
歩
く
の
が
日
課
。
５

年
ほ
ど
前
か
ら
は
体
の
負

担
を
考
慮
し
て
７
合
目
ま

で
に
短
縮
し
た
も
の
の
、

よ
ほ
ど
の
悪
天
候
か
用
事

が
あ
る
日
で
な
け
れ
ば
山

登
り
を
欠
か
さ
ず
、
昨
年

１２
月
に
通
算
１
万
日
の
大

台
に
乗
っ
た
。

　

「
山
に
登
る
と
気
分
転

換
に
な
る
し
、
季
節
を
感

じ
ら
れ
る
。
心
が
落
ち
着

き
ま
す
」
と
登
山
の
良
さ

を
話
す
有
田
さ
ん
。
ヨ
ガ

る
登
山
サ
ー
ク
ル
「
オ
タ

カ
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
と
、

通
算
１
万
日
で
表
彰
さ
れ

た
の
は
前
年
度
の
常
念
初

恵
さ
ん（
７７
）＝
北
野
中
＝

に
続
い
て
２
人
目
と
い

う
。

　

有
田
さ
ん
は
子
育
て
が

落
ち
着
い
た
３０
代
後
半
か

ら
健
康
づ
く
り
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
始
め
、
そ
の
延
長

で
雄
鷹
台
山
に
登
る
よ
う

に
。
は
じ
め
の
頃
は
２
合

目
ま
で
で
帰
っ
て
い
た

が
、
常
念
さ
ん
の
誘
い
で

頂
上
ま
で
登
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
後
ク
ラ
ブ
に
入

会
し
て
千
日
登
山
の
記
録

も
付
け
始
め
た
。

　

夜
明
け
前
の
午
前
４
時

過
ぎ
に
自
宅
を
出
発
し
、

い
る
。

　

目
木
氏
は
会
頭
就
任
に

あ
た
り
、「
商
工
会
議
所

は
地
域
総
合
経
済
団
体
と

し
て
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
販
路
拡
大
や
経
営
計

画
の
策
定
な
ど
経
営
全
体

の
サ
ポ
ー
ト
か
ら
立
地
企

　

「
第
９
回
日
本
美
術
展

覧
会
」（
公
益
社
団
法
人

日
展
主
催
）
の
入
選
者
が

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、
書

の
部
で
塩
屋
の
書
道
講

師
、
清
水
ま
み
さ
ん（
６６
）

が
９
年
連
続
９
度
目
、
日

本
画
の
部
で
赤
穂
出
身
の

大
学
職
員
、
古
川
功か

つ

晟あ
き

さ

ん（
２８
）＝
奈
良
県
葛
城
市

＝
が
４
年
連
続
４
度
目
の

入
選
と
な
っ
た
。

　
　

  

＊　

＊　

＊

　

清
水
さ
ん
は
良
寛
の
和

歌
「
ひ
さ
か
た
の
雪
野
に

立
て
る
白
鷺
は
お
の
が
姿

に
身
を
か
く
し
つ
つ
」
を

調
和
体
で
書
し
た
。
自
身

初
め
て
半
分
の
長
さ
に
切

断
し
て
正
方
形
に
つ
な
げ

た
画
仙
紙
を
使
用
。
漢
字

と
か
な
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　

赤
穂
商
工
会
議
所
は
１０

月
３１
日
の
臨
時
議
員
総
会

で
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
を
行
い
、
第
１０
代
と

な
る
新
会
頭
に
目
木
組
代

表
取
締
役
の
目
木
敏
彦
氏

（
６２
）＝
加
里
屋
＝
を
選
出

し
た
。
任
期
は
１１
月
１
日

か
ら
３
年
間
。

　

目
木
氏
は
早
稲
田
大
学

第
一
文
学
部
中
退
。
同
会

議
所
で
常
議
員
、
副
会
頭

を
歴
任
し
、
兵
庫
県
建
設

業
協
会
姫
路
支
部
赤
穂
地

区
監
事
、
相
生
納
税
協
会

常
任
理
事
な
ど
を
務
め
て

配
置
で
き
、「
気
持
ち
よ

く
筆
が
進
ん
だ
」
と
い

う
。
今
年
３
月
に
会
友
と

な
り
、
さ
ら
に
入
選
回
数

を
重
ね
た
。

　

所
属
す
る
「
正
筆
会
」

で
常
任
総
務
を
務
め
る
な

ど
多
忙
だ
が
、「
書
に
打

業
の
生
産
性
向
上
や
操
業

の
安
定
を
図
る
た
め
の
要

望
活
動
な
ど
、
様
々
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
新
た
に

副
会
頭
と
し
て
寺
田
産
業

代
表
取
締
役
の
寺
田
眞
康

氏（
５３
）＝
山
手
町
＝
を
選

任
。
こ
れ
ま
で
会
頭
を
２

期
６
年
務
め
た
大
木
産
業

代
表
取
締
役
会
長
の
大
木

善
夫
氏（
６４
）＝
さ
つ
き
町

＝
は
顧
問
に
就
任
し
た
。

　

正
副
会
頭
は
次
の
と
お

り
。
敬
称
略
。 

　

▽
会
頭
＝
目
木
敏
彦
▽

副
会
頭
＝
梅
本
弘
幸
（
梅

本
電
機
設
備
代
表
取
締

役
）
小
林
洋
介
（
ロ
ザ
イ

工
業
取
締
役
副
社
長
執
行

役
員
）
寺
田
眞
康
（
写
真

は
赤
穂
商
工
会
議
所
の
第

１０
代
会
頭
に
選
任
さ
れ
た

目
木
敏
彦
氏
）

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

赤
穂
商
工
会
議
所
の
役
員
改
選

新
会
頭
に
目
木
敏
彦
氏

新
会
頭
に
目
木
敏
彦
氏

大
木
善
夫
前
会
頭
は
顧
問
に

人気キャラクターを採用した
「地域猫」のＰＲポスター

清水まみさん古川功晟さん

ど
遠
く
」）
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ホ
ー
ル
で
正
午
開
会
。摂

楠
流
赤
穂
吟
詠
会
、賀
堂

流
赤
穂
吟
詠
会
、神
伝
真

正
早
渕
流
剣
詩
舞
道
赤
穂

支
部
か
ら
会
員
が
出
演
。

無
料
。「
赤
穂
吟
剣
詩
舞
道

連
盟
」☎
４３
・
１
３
４
７

　

▽
６
日
＝
黒
田
医
院

（
元
沖
町
５１
）☎
４３
・
５
２

１
０

千
日
登
山
顕
彰

　

▽
１
万
日
＝
有
田
良
子

（
加
里
屋
）
▽
６
０
０
０

日
＝
小
賀
紀
明
（
加
里

屋
）
星
見
信
行
（
大
町
）

▽
５
０
０
０
日
＝
田
村
み

ど
り
（
尾
崎
）
平
井
満
千

枝
（
元
町
）
▽
４
０
０
０

日
＝
汐
江
進
（
加
里
屋
）

野
村
正
直
（
中
広
）
山
田

順
造
（
塩
屋
）
土
手
孝
夫

（
塩
屋
）
▽
３
０
０
０
日

＝
山
本
恵
美
子
（
塩
屋
）

細
中
満
広
（
板
屋
町
）
中

村
正
美
（
中
広
）
小
林
尚

代
（
新
田
）
安
岡
千
栄
子

（
南
宮
町
）
中
川
博
子

（
大
町
）
湊
直
美
（
元
塩

町
）
▽
２
０
０
０
日
＝
釣

禎
之
（
寿
町
）
福
井
政
子

（
上
仮
屋
）
笠
原
博
志

（
塩
屋
）
額
田
一
正
（
福

浦
）
釣
豊
子
（
上
仮
屋
）

政
家
一
穂
（
加
里
屋
）
室

井
久
和
（
北
野
中
）
萬
代

一
三
（
尾
崎
）
▽
１
０
０

０
日
＝
中
谷
行
夫
（
松
原

町
）
岩
本
み
ど
り
（
新

田
）
沖
貴
夫
（
城
西
町
）

須
田
雄
三
（
加
里
屋
）
内

波
修
一
（
若
草
町
）
矢
野

美
代
子
（
加
里
屋
）
永
尾

さ
つ
き
（
片
浜
町
）
金
川

文
俊
（
中
広
）
▽
５
０
０

日
＝
岩
佐
祐
子
（
惣
門

町
）
太
田
温
美
（
塩
屋
）

上
荷
尚
紀
（
加
里
屋
）
岩

崎
悦
子
（
中
広
）
中
島
茂

夫
（
若
草
町
）
西
角
淳
一

（
中
広
）
田
村
芳
雄
（
有

年
横
尾
）
大
前
栄
一
（
浜

市
）
中
川
省
三
（
大
町
）

太
田
有
美
子
（
惣
門
町
）

田
中
俊
夫
（
北
野
中
）
寺

本
郁
代
（
寿
町
）
福
本
理

奈
（
大
町
）
西
谷
充
江

（
加
里
屋
）

　

▼
野
球
塾・
塾
生
募
集

＝
小
学
生
以
上
。未
経
験

者
大
歓
迎
。野
球
が
好
き

な
子
、上
手
く
な
り
た
い

子
、無
料
体
験
実
施
中
。お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」鷆
和
☎
４５
・
０

０
６
４（
担
当
／
大
河
）

　

▼
１１
月
無
料
体
験
の
ご

案
内
＝
大
人
も
学
べ
る
書

写
教
室
で
す
。誰
で
も
気

軽
に
学
べ
て
、着
実
に
上

達
で
き
る
公
文
書
写
。基

礎
基
本
を
大
切
に
美
し
い

文
字
が
書
け
る
よ
う
に
導

き
ま
す
。在
宅
学
習
可
能
。

尾
崎
小
近
く
☎
０
９
０
・

５
９
６
２
・
６
６
５
７

　

▼
赤
穂
元
気
に
な
ろ
う

会
＝
病
気
に
な
ら
ず
元
気

に
生
き
る
た
め
の
気
と
ツ

ボ
と
丹
田
呼
吸
法
を
共
に

学
び
ま
し
ょ
う
。１１
月
６

日（
日
）１０
時
～
１１
時
半
。

市
民
会
館
２
階
教
養
室
。

無
料
。「
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
」☎
０
９
０
・
９
７

７
９
・
０
４
９
０（
祷と

う

慈じ

）

　

▼「
呑
海
楼
」ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
①
フ
ロ
ン
ト
／
時

間
要
相
談
。９
６
０
円
～

②
仲
居
／
６
時
半
～
１１

時
。１４
時
半
～
２２
時
。１
０

０
０
円
～
③
客
室
清
掃
／

９
時
～
１５
時
。９
６
０
円

～
④
料
理
運
び（
裏
方
）

／
１８
時
～
２２
時
。９
６
０

円
～
。高
校
生
歓
迎
⑤
食

洗
／
７
時
～
１０
時
半
。１８

時
～
２２
時
。９
６
０
円
～

◎
未
経
験
者
Ｏ
Ｋ
。日
数
、

時
間
と
も
に
要
相
談
。御

崎
１
３
１
☎
４２
・
６
６
０

１
　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
ホ

ー
ル
接
客
、調
理
補
助
。時

給
９
７
０
円
～
１
０
０

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

電
気
の
お
困
り
事
か
ら
家

電
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・

修
理
・
販
売
・
お
庭
の
草
抜

き
等
や
介
護
用
手
す
り
の

設
置
、家
具
の
移
動
等
、自

分
で
は
無
理
と
思
っ
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２５
・
１
３
８
１

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
９
５
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
８
５

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼『
住
宅
設
備
』や『
電

気
工
事
』の
こ
と
な
ら
当

店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン
テ

ナ
関
連
、イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
照
明
な
ど
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

４５
・
０
５
０
３
、☎
０
９
０

・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　
▼
着
付・エ
ス
テ（
脱
毛

含
む
）・
焼
き
菓
子
の
複

合
施
設
＝
２
０
２
３
年
成

人
式
受
付
終
了
。
２
０
２

４
年
成
人
式
着
付
け
承
り

ま
す
○
エ
ス
テ
全
般
、気

に
な
る
方
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。「
ラ
・
シ
ュ
シ
ュ
」尾

崎
☎
０
８
０
・
９
１
６
０
・

２
８
４
３（
佐
井
）

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
当
社
生
産
新

米
、大
好
評
販
売
中
。コ
シ

ヒ
カ
リ
玄
米
３０
㌔
８
５

０
０
円（
税
込
）、キ
ヌ
ヒ

カ
リ
、ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、に
こ

ま
る
玄
米
３０
㌔
８
０
０

０
円（
税
込
）。１０
㌔
袋
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
ね
。

た
ま
ね
ぎ
苗
は
今
が
植
え

時
。各
種
入
荷
し
て
い
ま

す
よ
。パ
ン
ジ
ー
、ビ
オ
ラ

は
生
産
ハ
ウ
ス
よ
り
直

送
、豊
富
な
色
揃
え
が
自

慢
で
す
。大
人
気
の
育
種

家
さ
ん
の
パ
ン
ジ
ー
、ビ

オ
ラ
も
入
荷
し
て
い
ま

す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ（
イ
ン
ス
タ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）に
て

入
荷
ご
案
内
し
て
い
ま
す

の
で
、チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
ね
。冬
の
寄
植
に

植
替
承
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
ね
。『
赤
穂

市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
』お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン
ナ

ー
セ
リ
ー
」木
津
☎
４６
・
８

０
０
１（
１０
～
１６
時
４５
分
）

　

▼
「
餃
子
屋
」
か
ら
新

商
品
の
お
知
ら
せ
＝
て
づ

く
り
で
黒
豚
入
り
餃
子
の

中
に
牛
タ
ン
が
入
っ
た
ミ

ッ
ク
ス
餃
子
を
新
発
売
し

ま
す
。
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
あ
り
。
ミ
ッ

ク
ス
餃
子
１５
個
入
り
６
５

０
円
。
黒
豚
入
り
餃
子
・

牛
タ
ン
入
り
餃
子
は
各
１５

個
入
５
０
０
円
。
と
に
か

く
美
味
い
。
鷆
和
１
１
２

０
（
赤
穂
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
横
）☎
４５
・
０
０

６
４

　

▼
お
正
月
の
お
せ
ち
料

理
承
り
ま
す
＝
〇
三
段
重

お
せ
ち
３
万
４
５
６
０
円

〇
お
せ
ち
風
オ
ー
ド
ブ
ル

／
三
人
盛
１
万
１
８
８
０

円
、五
人
盛
１
万
８
３
６

０
円
※
価
格
は
税
込
◎
１２

月
１０
日
ま
で
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。「
瑞
喜
」正
保
橋

町
☎
４２
・
０
８
９
３

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
４
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
８
１
０
円

１．５
㌧
未
満
６
１
１
１
０
円

２
㌧
未
満
６
９
３
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
４
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
８
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
１
１
１
０
円

セ
レ
ナ
級
６
9
３
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
多
く

の
人
達
か
ら
お
声
を
か
け
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０
円
以
上（
高
校
生
９
６

０
円
～
）。１０
時
～
２２
時
の

間
の
１
日
３
時
間
か
ら
応

相
談
。土
日
入
れ
る
方
歓

迎
。幅
広
い
年
代
が
活
躍

中
で
す
。未
経
験
、大
学

生
、高
校
生
、フ
リ
ー
タ

ー
、パ
ー
ト
大
歓
迎
。お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「
ト
マ
ト
ア
ン
ド
オ
ニ
オ

ン
赤
穂
店
」尾
崎
☎
４５
・
３

８
３
８（
奥
田
）

　

▼
絶
景
露
天
風
呂
の
宿

「
銀
波
荘
」＝
〇
売
店
・
喫

茶
８
～
１7
時
〇
風
呂
清

掃
9
～
１２
時
〇
部
屋
清
掃

9
時
半
～
１４
時
半
〇
リ
ネ

ン
清
掃
１４
～
１9
時
〇
洗
い

場
9
～
１２
時
、１9
～
２３
時
。

時
給
９
６
０
円
～
。御
崎

☎
４５
・
３
３
５
５

　

▼
姫
千
乃
丞
一
座
の
和

の
祭
典
赤
穂
公
演
＝
笑
い

あ
り
！
涙
あ
り
！
人
情
芝

居
・
豪
華
絢
爛
夢
の
舞
台

絵
巻
の
二
部
構
成
で
１１
月

１２
日（
土
）１３
時
開
演
。赤

穂
市
民
会
館
大
会
議
室
に

て
。先
着
２
０
０
名
、前
売

３
０
０
０
円
・
当
日
３
５

０
０
円
。☎
４３
・
７
４
５
０

　

▼
詩
吟・
詩
舞
発
表
会

＝
１１
月
２０
日（
日
）、赤
穂

市
文
化
会
館（
赤
穂
化
成

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）小

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

【
短
歌
の
部
】（
出
品
点
数
３６
首
）

　

《
市
長
賞
》

三
代
目
の
息
子
が
作
る
新
事
務
所
に
会
長
室
も
あ
る
と
夫
告
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

恵　
　

（
坂　

越
）

　

《
議
長
賞
》

夜
ふ
か
し
の
吾
は
ま
だ
眠
る
明
け
方
に
夫
は
畑
打
ち
大
根
を
播
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
本
美
智
子　

（
北
野
中
）

　

《
教
育
委
員
会
賞
》

く
れ
な
い
に
満ど

う
だ
ん
つ
つ
じ

天
星
は
色
づ
き
て
燃
え
る
が
ご
と
く
夕ゆ

う

光か
げ

の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

郁
子　

（
山
手
町
）

　

《
文
化
協
会
賞
》

歳
古ふ

り
て
趣
味
増
や
す
こ
と
躊
躇
す
る
民
謡
の
誘
い
に
魅
力
は
あ
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
見　

幸
恵　

（
三
樋
町
）

　

《
奨
励
賞
》

病
得
て
失
声
の
友
電
子
メ
モ
に
仕
事
続
け
る
と
力
強
く
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

勝
子　

（
平
成
町
）

土
壇
場
に
な
ら
ね
ば
な
さ
ぬ
わ
が
性さ

が

は
九く

じ
ゅ
う
十
歳
に
な
り
て
い
ま
も
変
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

徹　
　

（
山
手
町
）

【
俳
句
・
募
集
の
部
】（
出
句
数
３
１
４
句
）

　

《
市
長
賞
》

春
風
や
子
の
名
さ
く
ら
と
空
に
書
く　
　
　
　
　
　

松
本　

松
枝　

（
鷏　

和
）

　
《
議
長
賞
》

草
矢
打
つ
大
き
な
空
を
的
と
し
て　
　
　
　
　
　
　

奥
野
美
恵
子　

（
新　

田
）

　

《
教
育
委
員
会
賞
》

て
ん
と
虫
握
り
拳
で
渡
さ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

絢
子　

（
加
里
屋
）

　

《
文
化
協
会
賞
》

寄
鍋
や
連
れ
添
ふ
ほ
ど
に
お
も
し
ろ
う　
　
　
　
　

川
端　

正
紀　

（
加
里
屋
）

　

《
奨
励
賞
》

夏
帽
子
バ
ケ
ツ
を
持
て
ば
も
う
畦
へ　
　
　
　
　
　

茶
元　

武
美　

（
木　

津
）

「
こ
ろ
ぶ
な
よ
」
盆
の
月
よ
り
声
の
し
て　
　
　
　

戸
部
美
智
代　

（
大　

津
）

飲の
ん
べ
え

兵
衛
の
男
世じ

ょ
た
い帯
へ
豆
の
飯　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　

愛
子　

（
塩　

屋
）

父
の
忌
や
初
夏
の
風
入
れ
結け

っ

跏か

趺ふ

坐ざ　
　
　
　
　
　

味
園　

建
介　

（
太
子
町
）

羽
衣
の
ご
と
く
に
揺
れ
て
蛇
の
衣　
　
　
　
　
　
　

猪
谷　

信
子　

（
朝
日
町
）

第
６１
回
赤
穂
市
民
文
化
祭
　
短
歌
・
俳
句
入
賞
作

【
俳
句
・
句
会
の
部
】（
出
句
数
１
６
０
句
）

　

《
市
長
賞
》

黙
っ
て
は
ゐ
ら
れ
ず
裂
く
る
柘
榴
か
な　
　
　
　
　

白
井
貴
佐
子　

（
尾　

崎
）

　
《
議
長
賞
》

宇
宙
か
ら
も
地
球
見
て
い
る
星
月
夜　
　
　
　
　
　

氏
平
美
智
子　

（
鷏　

和
）

　

《
教
育
委
員
会
賞
》

島
裹つ

つ

む
縮
緬
の
波
秋
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
谷
ゆ
き
子　

（
真　

殿
）

　

《
文
化
協
会
賞
》

父
は
も
う
優
し
さ
だ
け
や
秋
の
風　
　
　
　
　
　
　

武
本　

敬
子　

（
南
宮
町
）

　

《
奨
励
賞
》

今
朝
も
ま
た
足
立
つ
感
謝
秋
晴
る
る　
　
　
　
　
　

森
井
タ
ツ
コ　

（
南
宮
町
）

こ
の
空
も
こ
の
風
も
好
き
ホ
句
の
秋　
　
　
　
　
　

是
兼
加
代
子　

（
南
宮
町
）

右
上
り
の
母
の
文
字
恋
ひ
鵙も

ず

日
和　
　
　
　
　
　
　

前
田
ゆ
う
子　

（
塩　

屋
）

秋
風
に
一
歩
踏
み
出
す
畑
仕
事　
　
　
　
　
　
　
　

山
根　

光
子　

（
木　

津
）

へ
そ
の
緒
を
添
へ
夫
の
納
骨
秋
の
風　
　
　
　
　
　

宮
崎　

和
子　

（
塩　

屋
）
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鼻
の
骨
を
折
る
重
傷
。
運

転
し
て
い
た
夫（
８９
）は
首

に
む
ち
打
ち
の
症
状
が
み

ら
れ
る
と
い
う
。

　

事
故
当
時
、
現
場
近
く

に
い
た
人
が
大
き
な
エ
ン

ジ
ン
音
と
衝
突
音
を
聞
い

て
い
る
と
い
い
、
赤
穂
署

は
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
間
違
え
た
可
能
性

が
あ
る
と
み
て
、
事
故
の

原
因
を
調
べ
て
い
る
。

連
絡
先
を
お
伺
い
す
る
こ

と
な
く
、
そ
の
場
を
出
発

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
き
ち
ん
と
治
療
を

受
け
、
元
の
場
所
に
元
気

に
戻
れ
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
た
い
の
と
、
感
謝
の

気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

（
写
真
は
親
切
な
女
性
た

ち
に
救
護
さ
れ
た
猫
）

歩
行
者
と
衝
突

救
護
せ
ず
逮
捕

過
失
運
転
致
傷
容
疑

　

赤
穂
署
は
１０
月
２８
日
、

過
失
運
転
致
傷
と
道
路
交

通
法
違
反
（
救
護
義
務
違

反
な
ど
）
の
疑
い
で
、
相

生
市
旭
１
の
飲
食
店
経
営

の
男（
７２
）を
逮
捕
し
た
。

　

逮
捕
容
疑
は
２７
日
午
後

６
時
７
分
ご
ろ
、
赤
穂
市

若
草
町
の
市
道
で
普
通
乗

用
車
を
運
転
中
、
歩
い
て

い
た
同
市
内
の
飲
食
店
経

営
の
男
性（
６８
）に
衝
突

し
、
救
護
せ
ず
立
ち
去
っ

た
疑
い
が
あ
る
。
被
害
者

の
男
性
は
あ
ご
の
骨
や
ろ

っ
骨
、
骨
盤
な
ど
を
骨
折

す
る
重
傷
と
い
う
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
男
は

事
故
現
場
付
近
の
店
舗
に

物
品
搬
入
の
た
め
に
歩
道

上
に
車
を
停
め
、
搬
入
を

終
え
て
車
道
に
出
よ
う
と

右
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
と
こ

ろ
、
後
方
か
ら
来
た
男
性

を
巻
き
込
む
よ
う
に
衝

突
。
事
故
直
後
に
通
り
が

か
っ
た
人
が
路
上
に
倒
れ

て
い
る
男
性
を
見
つ
け
１

１
０
番
通
報
し
た
。

　

捜
査
関
係
者
の
話
で

は
、
男
は
事
故
後
、
車
を

駐
車
場
に
停
め
て
そ
の
ま

ま
店
で
勤
務
。
約
２
時
間

後
に
閉
店
し
て
事
故
車
両

で
帰
宅
す
る
際
、
事
故
現

場
付
近
に
い
た
警
察
官
が

男
の
車
の
一
部
が
壊
れ
て

い
る
の
に
気
付
い
て
職
務

質
問
し
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
映
像
な
ど
か
ら
容

疑
が
浮
上
し
た
と
い
う
。

　

調
べ
に
対
し
、
男
は

「
何
か
に
乗
り
上
げ
た

が
、
人
だ
と
は
気
付
か
な

か
っ
た
」
と
容
疑
を
否
認

し
て
い
る
と
い
う
。

車
が
塀
に
衝
突

２
人
が
重
軽
傷

　

１０
月
３１
日
午
後
３
時
１０

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
尾
崎
で

軽
自
動
車
が
駐
車
場
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
衝
突
す
る
事

故
が
あ
っ
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
助
手

席
に
乗
っ
て
い
た
尾
崎
の

無
職
女
性（
８９
）が
両
足
と

Ｍ
さ
ん
の
手
で
元
の
場
所

で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。

　

Ｍ
さ
ん
は
「
動
揺
し
て

い
た
私
は
、
お
名
前
や
ご

　

▼
…
中
学
生
が
寸
劇
で

防
犯
呼
び
掛
け
＝
特
殊
詐

欺
を
注
意
喚
起
す
る
赤
穂

署
の
防
犯
教
室
が
松
原
町

集
会
所
で
こ
の
ほ
ど
あ

り
、
同
署
で
ト
ラ
イ
や
る

・
ウ
ィ
ー
ク
活
動
の
中
学

生
８
人
が
寸
劇
で
被
害
防

止
を
呼
び
掛
け
た
。

　

実
際
に
あ
っ
た
事
件
を

基
に
生
徒
ら
が
シ
ナ
リ
オ

を
作
成
。
地
域
の
老
人
ク

ラ
ブ
約
１０
人
を
前
に
赤
穂

中
２
年
の
石
野
創
太
君

（
１４
）ら
が
サ
ン
グ
ラ
ス
や

か
つ
ら
で
犯
人
役
と
高
齢

者
役
に
扮
し
、
市
役
所
職

員
を
名
乗
っ
て
金
を
振
り

込
ま
せ
る
「
還
付
金
詐

欺
」
と
パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
を
名
目
に
電
子

マ
ネ
ー
を
だ
ま
し
取
る

「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」
の
手

口
を
演
じ
た
。

　

将
来
警
察
官
を
志
望
し

て
い
る
と
い
う
赤
穂
中
２

年
の
井
口
万ま

葉よ

さ
ん（
１３
）

は
「
緊
張
し
た
け
ど
、
み

な
さ
ん
が
だ
ま
さ
れ
な
い

よ
う
に
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
演
じ
ま
し
た
」。

寸
劇
を
監
修
し
た
同
署
生

活
安
全
係
の
中
村
一
之
・

上
席
係
長（
６０
）は
「
電
話

で
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐

欺
だ
と
思
っ
て
間
違
い
な

い
。
孫
の
世
代
に
あ
た
る

中
学
生
の
演
技
は
高
齢
者

の
印
象
に
残
る
は
ず
」
と

防
犯
効
果
に
期
待
し
た
。

（
写
真
は
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
活
動
の
中
学
生

た
ち
が
寸
劇
で
特
殊
詐
欺

の
手
口
を
演
じ
た
防
犯
教

室
）第

３４
回
市
中
学

学
年
別
軟
式
庭
球

　

▽
男
子
２
年
＝
①
東
森

一
心
・
廣
島
聖
和
（
赤
穂

東
）
②
花
崎
翔
琉
・
森
春

稀（
赤
穂
東
）③
村
田
悠
・

三
島
龍
洋（
赤
穂
東
）三
村

陽
大
・
田
中
颯
真
（
赤
穂

西
）
▽
男
子
１
年
＝
①
柳

原
匡
玖
・
久
須
北
翔
（
有

年
）
②
佐
々
木
統
麻
・
山

本
雅
士（
赤
穂
西
）③
山
本

ど
も
食
堂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
地
図
あ
り
）
で
氏
名

と
連
絡
先
を
受
け
付
け
、

１
世
帯
に
つ
き
５
㌔
分
の

米
穀
を
配
る
。
な
く
な
り

次
第
終
了
。

　

配
布
場
所
前
は
路
上
駐

車
禁
止
の
た
め
、
車
で
来

場
す
る
場
合
は
加
里
屋
駐

車
場
を
利
用
す
れ
ば
よ

い
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
５５

・
９
１
８
８
。

敬
二
・
難
波
藍
馳
（
赤
穂

東
）井
土
大
翔
・
室
井
周
汰

（
赤
穂
東
）▽
女
子
２
年
＝

①
豆
崎
夢
恩
・
豆
崎
利
恩

（
赤
穂
）②
上
山
新
奈
・
志

水
和
歌（
有
年
）③
内
藤
子

絵
・
口
地
こ
ま
ち
（
赤
穂

東
）山
崎
妃
代
里
・
神
戸
陽

愛（
坂
越
）▽
女
子
１
年
＝

①
亀
井
愛
音
・
浜
中
更
紗

（
赤
穂
）②
山
本
果
穂
・
沖

蒼（
有
年
）③
中
西
杏
・
西

森
咲
代（
赤
穂
）植
田
真
由

・
大
西
夢
愛（
坂
越
）

全
国
珠
算
学
校
連
盟

第
３
３
８
回
珠
算

検
定
試
験
合
格
者

　

▽
準
１
級
＝
中
西
莉
桜

（
御
崎
小
６
）
▽
３
級
＝

廣
門
奈
々
（
御
崎
小
５
）

川
本
向
夏
（
御
崎
小
４
）

第
２
９
４
回
暗
算

技
能
検
定
合
格
者

　

▽
２
級
＝
佐
野
悠
斗

（
御
崎
小
５
）
▽
３
級
＝

松
﨑
左
京
（
御
崎
小
４
）

相
生
有
年
道
路

計
画
区
間
の
４３
％

で
４
車
線
化
進
む

　

国
土
交
通
省
姫
路
河
川

国
道
事
務
所
が
進
め
て
い

る
国
道
２
号
「
相
生
有
年

道
路
」
の
拡
幅
整
備
で
、

相
生
市
若
狭
野
町
八
洞
の

「
若
狭
野
交
差
点
」
か
ら

西
へ
約
１
・
５
㌔
区
間
の

工
事
が
完
成
。
１０
月
３０
日

に
２
車
線
か
ら
４
車
線
に

切
り
替
わ
っ
た
。

　

相
生
有
年
道
路
は
同
市

若
狭
野
町
の
「
入
野
交
差

点
」
か
ら
赤
穂
市
東
有
年

の
「
有
年
小
学
校
南
交
差

点
」
ま
で
延
長
８
・
６
㌔

を
計
画
区
間
と
し
、
国
道

２
号
の
交
通
混
雑
の
緩
和

や
交
通
安
全
確
保
、
沿
道

騒
音
の
改
善
な
ど
を
目
的

に
１
９
８
５
年
度
に
事
業

化
さ
れ
た
。
２
０
１
５
年

度
ま
で
に
整
備
を
終
え
た

入
野
―
若
狭
野
間
（
２
・

２
㌔
）
を
合
わ
せ
て
全
体

の
約
４３
％
の
整
備
が
済
ん

だ
こ
と
に
な
る
。

　

残
る
未
整
備
区
間
４
・

９
㌔
に
つ
い
て
も
一
部
着

工
し
て
お
り
、
同
事
務
所

は
「
引
き
続
き
設
計
や
用

地
取
得
を
進
め
、
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　

▼
車
道
上
で
け
が
し
た

猫
を
発
見
。
お
ろ
お
ろ
し

て
い
る
と
通
り
が
か
り
の

女
性
が
…
＝
尾
崎
の
Ｍ
さ

ん
（
４０
代
女
性
）
は
１０
月

２９
日
の
午
後
８
時
５０
分
ご

ろ
、
赤
穂
城
隅
櫓
近
く
を

車
で
走
行
中
、
反
対
車
線

上
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
る

猫
を
見
つ
け
た
。

　

猫
が
好
き
な
Ｍ
さ
ん
は

放
っ
て
お
け
ず
車
を
引
き

返
し
た
。
猫
の
足
か
ら
出

血
が
あ
り
、
ど
う
や
ら
事

故
に
遭
っ
て
動
け
な
く
な

っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

首
輪
は
な
く
、
右
耳
を
カ

ッ
ト
し
た
跡
が
あ
り
、
地

域
猫
と
思
わ
れ
た
。

　

車
が
行
き
交
う
中
、

「
フ
ー
ッ
」
と
毛
を
逆
立

て
て
威
嚇
す
る
猫
。
ど
う

に
か
救
護
し
よ
う
と
悪
銭

苦
闘
し
て
い
た
と
き
、
自

転
車
で
通
り
が
か
っ
た
女

性
が
声
を
か
け
て
く
れ

た
。
Ｍ
さ
ん
は
車
に
積
ん

で
あ
っ
た
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

で
猫
を
く
る
み
、
普
段
買

い
物
で
使
う
か
ご
に
入
れ

て
保
護
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

Ｍ
さ
ん
が
今
か
ら
動
物

病
院
に
連
れ
て
行
く
と
話

し
た
と
こ
ろ
、
女
性
は

「
治
療
費
の
足
し
に
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
千

円
札
を
２
枚
、
か
ご
の
中

に
差
し
入
れ
た
と
い
う
。

　

「
自
分
一
人
で
お
ろ
お

ろ
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
声

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
だ

け
で
も
心
強
か
っ
た
と
こ

ろ
、
治
療
費
に
と
お
心
遣

い
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
Ｍ

さ
ん
。
け
が
の
猫
は
動
物

病
院
で
治
療
を
受
け
、
大

事
を
と
っ
て
１
日
入
院
。

軽
傷
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、

翌
日
に
は
元
気
に
な
り
、

　

物
価
高
騰
の
中
、
子
ど

も
た
ち
の
食
生
活
を
守
ろ

う
と
、「
あ
こ
う
子
ど
も

食
堂
」
は
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
米
の
無
料
配
布
を

行
っ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
緩

和
特
別
対
策
事
業
」
で
確

保
し
た
白
米
と
市
民
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
玄
米
を
活

用
。
火
曜
と
木
曜
の
午
後

４
時
〜
６
時
に
加
里
屋
の

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
パ
ン
ト

リ
ー
＆
フ
リ
ッ
ジ
」（
力

食
堂
向
か
い
。
あ
こ
う
子

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

Ｂ
Ａ
５
型
に
切
替

１０
日
か
ら
予
約
受
付

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
赤

穂
市
は
１１
月
１９
日
（
土
）

か
ら
Ｂ
Ａ
・
５
対
応
ワ
ク

チ
ン
に
切
り
替
え
る
。

　

２
回
以
上
の
接
種
を
終

え
た
１２
歳
以
上
を
対
象
に

１１
月
１０
日（
木
）午
前
９
時

以
降
に
予
約
し
た
人
は
Ｂ

Ａ
・
５
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
と
な
る
。
た
だ
し
、

す
で
に
４
回
目
ま
で
接
種

済
み
の
人
に
つ
い
て
は
段

階
的
に
予
約
開
始
日
を
設

け
る
。

　

予
約
は
赤
穂
市
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
・
７
０
４
・
７

０
７
の
ほ
か
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

ウ
ェ
ブ
、
フ
ァ
ク
ス
（
０

７
９
・
２
２
６
・
２
０
８

７
）
で
受
け
付
け
る
。

　

４
回
接
種
済
み
高
齢
者

の
予
約
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

次
の
と
お
り
。

　
〔
令
和
４
年
７
月
接
種
〕

▽
接
種
券
発
送
日
＝
１０
月

３１
日
▽
予
約
開
始
日
＝
１１

月
１０
日
午
前
９
時
▽
予
約

枠
設
定
期
間
＝
１１
月
１９
日

〜
１２
月
１６
日

〔
令
和
４
年
８
月
接
種
〕

▽
接
種
券
発
送
日
＝
１１
月

１４
日
（
予
定
）
▽
予
約
開

始
日
＝
１１
月
２８
日
午
前
９

時
▽
予
約
枠
設
定
期
間
＝

１２
月
１７
日
〜
令
和
５
年
１

月
１５
日

〔
令
和
４
年
９
月
接
種
〕

▽
接
種
券
発
送
日
＝
１１
月

２１
日
（
予
定
）
▽
予
約
開

始
日
＝
１２
月
１
日
▽
予
約

枠
設
定
期
間
＝
令
和
５
年

１
月
１６
日
〜
１
月
３１
日

ネ
ッ
ト
で
販
路
拡
大

事
業
者
向
け
の

説
明
会
を
開
催

　

赤
穂
市
内
の
地
場
産
品

や
宿
泊
業
、
飲
食
店
な
ど

の
販
路
拡
大
や
販
売
力
強

化
を
支
援
し
よ
う
と
、
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）「
あ
こ
う
魅
力
発

信
基
地
」
は
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
予
約
・
販
売
す
る

商
品
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム

（
Ｔ
Ｘ
Ｊ
）
の
事
業
者
向

け
説
明
会
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｘ
Ｊ
（
ツ
ー
リ
ズ
ム

・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
・
ジ

ャ
パ
ン
）
は
世
界
で
８０
社

を
超
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
旅

行
サ
イ
ト
や
旅
行
会
社
に

接
続
可
能
な
予
約
・
販
売

及
び
在
庫
管
理
が
可
能
な

シ
ス
テ
ム
。
自
社
サ
イ
ト

を
開
設
し
て
い
な
い
事
業

者
も
利
用
で
き
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
公
式
サ
イ
ト
な
ど
で
の

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
予
約

・
販
売
が
可
能
に
な
る
。

初
期
費
用
、
固
定
利
用
料

は
不
要
で
、
売
り
上
げ
に

応
じ
て
手
数
料
が
別
途
発

生
す
る
。

　

来
年
１
月
の
運
用
開
始

を
目
指
し
、
事
業
者
向
け

説
明
会
を
１１
月
２２
日（
火
）

午
後
１
時
半
か
ら
赤
穂
市

役
所
６
階
大
会
議
室
で
開

く
。
１６
日（
水
）ま
で
メ
ー

ル
（in

fo
@

a
k
o
-

m
ag.jp

）
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る
。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

子
育
て
支
援
で
米
配
布

１
世
帯
に
つ
き
５
㌔

【
知
・
徳
・
体
の
調
和
の

と
れ
た
子
育
て
を
】

　

「
知
育
・
徳
育
・
体
育

（
Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
英
１

８
６
１
）
は
、
人
が
成
長

す
る
過
程
で
３
つ
の
育
み

が
重
要
で
あ
る
」
と
し
ま

し
た
。
日
本
で
も
明
治
５

年
（
１
８
７
２
）
に
学
制

が
発
布
さ
れ
て
以
来
、
重

要
な
項
目
の
一
つ
で
す
。

　

徳
育
は
『
社
会
（
国
や

時
代
）
が
理
想
と
す
る
人

間
像
を
目
指
し
て
行
わ
れ

る
人
格
形
成
』
の
営
み
で

あ
り（
中
略
）知
・
徳
・
体

の
調
和
あ
る
人
格
の
完
成

を
目
指
す
教
育
の
根
幹
を

担
う（
文
科
省
）と
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ム

で
も
触
れ
て
き
ま
し
た
。

　

次
に
知
育
と
い
え
ば
、

『
頭
が
良
い
』
こ
と
と
考

え
ま
す
。『
頭
の
良
さ
』

と
い
う
の
は
、
人
間
に
も

と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
知

能
で
は
な
く
、
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
知
性
の
あ
り

方
で
変
わ
り
ま
す
。
こ
の

知
性
を
育
む
た
め
に
必
要

な
も
の
は
感
性
で
す
。
私

が
初
任
の
頃
、
精
神
科
医

の
講
話
で
『
知
性
は
感
性

の
上
に
し
か
乗
ら
な
い
』

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
感
性
を
育
む
例
と

し
て
３
つ
あ
げ
て
み
ま

す
。
１
つ
は
、『
様
々
な

も
の
を
見
る
・
体
験
す

る
』。
自
然
体
験
な
ど
を

通
し
て
身
体
を
刺
激
す
る

こ
と
や
心
に
響
く
よ
う
な

絵
本
や
音
楽
を
聴
く
こ

と
。
次
は
、『
自
主
性
や

個
性
を
大
切
に
す
る
』。

自
分
ら
し
く
、
伸
び
伸
び

で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、

感
性
は
機
能
し
ま
す
。
３

つ
目
は
、『
何
か
を
作
る

経
験
を
積
む
』。
自
分
で

も
の
を
作
る
こ
と
で
、
感

じ
、
想
像
し
創
造
す
る
、

そ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
感

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
建
物
に
は
土

台
が
必
要
で
あ
る
よ
う

に
、
磨
か
れ
た
感
性
が
土

台
と
な
る
と
知
性
は
堅
牢

な
建
物
の
よ
う
に
ゆ
る
ぎ

な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

体
育
は
、
人
間
の
発
育

に
適
切
な
運
動
を
行
い
、

身
体
を
鍛
え
る
と
効
果
的

で
す
。
特
に
、
幼
児
期
は

遊
び
の
中
で
身
体
は
鍛
え

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
自
分

　 　

　 　

の
身
体
を
動
か
す
走
る
・

跳
ぶ
・
泳
ぐ
な
ど
。
次
に

も
の
を
動
か
す
投
げ
る
・

蹴
る
・
振
る
な
ど
。
さ
ら

に
は
道
具
を
使
っ
て
物
を

動
か
す
、
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど

で
打
つ
な
ど
、
段
階
的
に

身
体
を
動
か
す
こ
と
で
基

本
的
な
運
動
能
力
の
発
達

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ロ
ー
マ
の
詩
人
ユ
ウ
ェ

ナ
リ
ス
の
名
言
『
健
全
な

る
身
体
に
健
全
な
る
精
神

が
宿
る
よ
う
に
望
む
』。

幅
広
い
知
識
と
教
養
、
豊

か
な
情
操
と
道
徳
心
、
健

や
か
な
身
体
を
育
み
、
知

・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ

た
子
供
を
育
て
る
こ
と

が
、
私
た
ち
大
人
の
役
割

で
す
。（
尼
子
尚
公
・
教

職
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　

 

＊　

＊　

＊

　

次
回
か
ら
は
山
口
偉
一

・
教
職
セ
ン
タ
ー
教
授
で

す
。
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▼
…
「
海
か
ら
遠
く

へ
」
津
波
避
難
訓
練
＝

「
津
波
防
災
の
日
」（
１１

月
５
日
）
を
前
に
兵
庫
県

内
の
沿
岸
部
１８
市
町
で
２

日
、
津
波
一
斉
避
難
訓
練

が
あ
り
、
赤
穂
市
内
で
も

市
役
所
や
学
校
園
な
ど
で

訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

　
上
仮
屋
北
の
「
赤
穂
あ

け
ぼ
の
幼
稚
園
」（
濱
口

雅
子
園
長
、７３
人
）で
は
市

の
訓
練
放
送
を
受
け
、
職

員
た
ち
が
園
児
ら
に
机
の

下
に
隠
れ
る
よ
う
に
呼
び

掛
け
。「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の

ポ
ー
ズ
だ
よ
」「
机
の
脚

を
し
っ
か
り
持
っ
て
」
な

ど
と
指
導
し
た
。
園
庭
で

点
呼
し
た
後
、
北
東
約
６

０
０
㍍
に
あ
る
加
里
屋
の

プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
へ
徒
歩
で

避
難
。
１
・
２
歳
児
は
カ

ー
ト
に
乗
せ
て
運
ん
だ
。

　
同
園
か
ら
最
寄
り
の
指

定
緊
急
避
難
場
所
は
南
西

約
６
０
０
㍍
に
あ
る
城
西

小
学
校
だ
が
、
赤
穂
港
に

近
づ
く
方
向
に
避
難
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
関
係

機
関
と
協
議
し
た
結
果
、

津
波
か
ら
遠
ざ
か
る
方
角

に
避
難
先
を
変
更
。
こ
の

日
の
訓
練
に
は
警
察
や
消

防
団
、
自
治
会
が
交
通
誘

導
を
支
援
し
た
。

　
濱
口
園
長
は
「
き
ょ
う

の
訓
練
で
気
付
い
た
こ
と

を
職
員
や
関
係
機
関
と
情

報
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
な
避
難
に
役
立
て

た
い
」
と
話
し
た
。

　
兵
庫
県
が
２
０
１
４
年

に
公
表
し
た
「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
被
害
想
定
」

で
は
、
赤
穂
市
で
最
悪
の

場
合
「
死
者
４
８
４
人
、

建
物
全
壊
４
０
５
棟
」
と

想
定
。
死
者
の
約
９３
％
は

「
津
波
か
ら
の
逃
げ
遅

れ
」
に
よ
る
も
の
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。（
写
真
は

園
外
へ
の
避
難
を
訓
練
す

る
園
児
た
ち
）

第２４８２号　　２０２２年（令和 ４年）１１月 ５ 日

　 　

　 　　 　

　
『
キ
ッ
チ
ン
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
治
　
宜
子
（
た
つ
の
市
）

　
『
終
着
駅
』
　
　
　
　
　
明
石
　
隆
之
（
赤
穂
市
）

《日本画の部＝市長賞》《洋画の部＝市長賞》《書・漢字の部
　　　　＝市長賞》

　
『
立
秋
後
夜
起
見
名
月
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
﨑
　
稚
也
（
赤
穂
市
） 《書・篆刻の部＝市長賞》    

『
書
記
翩
二
』
　
　
池
本
　
康
代
（
神
戸
市
）

《写真の部＝市長賞》
『
女
郎
蜘
蛛
』
　
　
　
渡
邊
　
早
美
（
備
前
市
）

『
草
紅
葉
』

　
　
　
　
大
頭
　
香
代
子（
赤
穂
市
）

【
評
】
三
行
物
を
行
間
を
広
く
取
り
、
墨
の
潤
滑
を
上
手
く
つ
け
て
流
れ
よ
く
書
作
し
て
い
る
。
筆
遣
い
が
的
確
に

出
来
て
い
る
の
で
、
作
品
が
力
強
く
、
明
る
く
仕
上
が
っ
て
い
る
。

【
評
】
白
文
３
字
印
。
朱
部
を
切
り
裂
く
縦
画
の
鋭
さ
が
印

象
的
な
作
品
で
あ
る
。
印
篆
の
刻
法
に
や
や
硬
さ
は
あ
る
も

の
の
補
っ
て
余
り
あ
る
。

　 　

【評】日常の風景をドラマチックに描写し、画
面から温かい生活の一時が感じとれます。作家
独自の目線で創造性豊かなシーンとなっていま
す。淡い色使いの中に、家族の様子が伺えま
す。筆のタッチが色味の幅となり、表現に実感
があります。

【評】現代風の良い作品となっている。しっかりとした写実は現場感があ
り、小気味良い。黒の影ににごりを感じる所があるので、色彩の処理には一
工夫いりそうだ。

　
『
熟
田
津
に
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
涼
風
（
赤
穂
市
）

【
評
】
漢
字
と
か
な
の
バ
ラ
ン
ス
が
す
ば
ら
し
く
凛
と
し
た
美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
日
頃
の
修
練
を
感
じ
る
安
定
感

の
あ
る
作
品
で
す
。
素
晴
ら
し
い
調
和
体
で
す
。

　
『
周
立
詩
』
　
　
　
　
　
　
　
　
住
所
　
寛
子
（
赤
穂
市
）

【評】光の屈折により、蜘蛛の糸がカラフル
で美しく、不思議な世界が表現されていま
す。蜘蛛の配置も的確でした。

【
評
】
一
文
字
一
文
字
丁
寧
に
運
筆
し
て
い
る
為
、
文
字
の
大
き
さ
が
揃
い
過
ぎ
た

様
で
す
。
今
後
は
文
字
大
小
と
流
れ
を
配
慮
す
れ
ば
更
に
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

『
夢
一
夜
』
　
丸
田
　
佳
世
子
（
た
つ
の
市
）

【評】月下美人を構成的に画面中央
に描き目を引きつけます。上部には
金箔を使用し、イメージを展開する
創作がなされています。時計の針な
のか少し強すぎるように思います。
下方の文字盤のところが魅力的で
す。岩絵具の扱い方も美しいです。

《
洋
画
の
部
＝
議
長
賞
》

《書・かなの部＝議長賞》
『
泣
い
て
健
や
か
に
』

　
　
　
　
　
明
野
　
敏
行（
加
古
川
市
）

【
評
】
無
駄
の
な
い
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
よ

り
、
迫
力
の
あ
る
画
面
構
成
に
な
り
ま
し

た
。
子
供
の
表
情
も
よ
く
、
大
き
な
泣
き

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

《
写
真
の
部
＝
議
長
賞
》

『
秋
月
揚
明
輝
』

　
　
平
岡
　
か
ね
子
（
赤
穂
市
）

《
書
・
篆
刻
の
部
＝
議
長
賞
》

《
書
・
漢
字
の
部
＝
議
長
賞
》

【評】しっかりと描きこまれた良い作
品だ。全体に強い生命力を感じること
が出来る。背景の処理に少し工夫があ
っても良いか。 『白露に』　　八木　留里子（赤穂市）

【評】金文横長印は珍しく難易度が
高いが、朱白のコントラストの鮮や
かな作品で、印象的である。ただ章
法上の問題として中央に「揚」１字が
居座ってしまったが、有機的連係を
持った美しい構成を研究して欲しい。

《書・かなの部
　　　　＝市長賞》

【評】文字の懐が大きく、余白が美しい。充分な行間をとりス
ケールの大きい作品となっている。

《彫塑工芸の部＝議長賞》
『とら  ジャンプ』岩佐　蓮（赤穂市）
【評】とらジャンプ８コマで、ジャンプする様子を細
かくとらえて、顔、足、しっぽの表情が出ています。
最後の着地の場面を見たかったです。

十
二
支
の
色
紙
展

　
貼
り
絵
や
ち
ぎ
り
絵
で

十
二
支
を
１
つ
ず
つ
色
紙

に
描
い
た
作
品
展
が
上
郡

町
神
明
寺
６
９
８
の
１
、

「
ガ
レ
ー
ジ
カ
フ
ェ
來ら

い

夢む

」
で
開
か
れ
て
い
る
。

　
有
年
横
尾
の
三
木
喜
美

子
さ
ん（
６８
）が
制
作
し
た

１２
点
。
２
０
１
１
年
か
ら

翌
年
の
干
支
を
テ
ー
マ
に

作
り
、
１２
年
か
け
て
一
巡

し
た
こ
と
か
ら
展
示
の
機

会
を
も
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

つ
け
た
イ
ラ
ス
ト
を
複
数

組
み
合
わ
せ
た
と
い
う
絵

柄
は
、
い
ず
れ
も
ユ
ニ
ー

ク
で
多
彩
。
同
じ
絵
柄
を

縮
小
し
て
表
面
に
貼
り
付

け
た
ひ
ょ
う
た
ん
１２
個
も

並
ぶ
。

　
１２
月
末
ま
で
。観
覧
は

要
事
前
連
絡
。☎
５２
・
２
８

５
４
。（
写
真
は
十
二
支
の

色
紙
展
を
開
い
て
い
る
三

木
喜
美
子
さ
ん
㊧
）

《日本画の部＝議長賞》
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